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今日お話すること

•生成型AIの性質・特徴（事例とともに）

•生成型AIの活用による行政事務の効率化

•必要となる人材・スキル
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生成型AIの性質・特徴
（事例とともに）



Chat Generative Pre-trained Transformer



質問を入力すると…
自然な文章
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文章ができるイメージ
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生成型ＡＩ（主にChatGPT）のこれまでの論点
1. 情報管理（主に機密情報と権利）の問題
• ChatGPTに投入された情報が、将来の学習データになってしまうのではないか？

• OpenAI社では「ある条件を満たせば投入データを取り込まず、一定の期間経過後に破棄する」
ことを表明している。

• 投入データとそこから生成される文章やデータは誰の著作物なのか？

2. 生成される回答（文章）の妥当性に関する問題
• ChatGPTは「もっともらしい文体で、それっぽい回答」をするが、その回答が正しいとは限らない。

3. ＡＩにより生成された文書に対する評価者側の問題
• 誰でもが無料で使えるサービスのため、生成した文書が人間によるものなのかを

判別することは、もはや不可能。

• 「よく書けている」「日本語として的確」という評価は無意味になる可能性も。
• では、何を評価軸として考えるのか？
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そもそも「問題」を整理してみよう
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問題

正解のある問題

正解のない問題



正解のある問題の分類と解決のアプローチ
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正解のある問題

答えが広く知られている問題 答えがまだ知られていない問題

（例） １＋１＝２ のような問題 （例） ウクライナ国土に埋められた対人地雷の数

問題解決のアプローチは
「調べる」こと

問題解決のアプローチは
「調べた」上で「推定する」こと



生成型ＡＩ（主にChatGPT）のこれまでの論点（再掲）
1.
•
•

•

2. 生成される回答（文章）の妥当性に関する問題
• ChatGPTは「もっともらしい文体で、それっぽい回答」をするが、その回答が正しいとは限らない。

3.
•

•
•
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ChatGPTは「正解」を得るためのものではない



正解のない問題に対するChatGPTの回答の位置づけ
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正解のない問題

私の意見 Aさんの意見 Bさんの意見 Cさんの意見 AIによる意見

表明された「意見」の一つに過ぎない、と考える
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生成型AIの活用による
行政事務の効率化



人工知能技術（生成型AIを含む）の活用場面
セキュリティレベル１

（社会）
セキュリティレベル２

（庁内）
セキュリティレベル３

（機密）

音声認識

文字読取

画像識別

動画解析

電話

紙文書

写真

窓口対応

カメラ

匿名化情報
（名寄せなし）

市民が
どのチャネルを
選ぶかは自由

市民情報
（厳密な名寄せ）

市民本人からの
連携承諾を

得た場合のみ連携

データ化

データ分析基盤

分析

分析結果の反映
（確率モデル）

手段としてのAI
目的としてのAI

法令等の
知識ベース

推論結果の反映
（論理モデル）

職員

市民

目的としてのAI

①非定形データや
アナログデータの加工②定形データの分析

③非定形データのまま
利用
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①非定形データや
アナログデータの加工



手書きOCR（文字読み取り）
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画像解析（GPT4V）
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②定形データの分析



データ分析（OpenAI: Advanced Data Analysis）
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データファイル（CSV）を読み込ませて、
日本語で指示を出しただけで、このような分析とグラフが表示される。



20

③非定形データの
まま利用



審査委員（人間）プロキュアテック（AI） 自治体担当者事業者

評価コメント 事業者選定

提案書

プロポーザル審査表
（自動生成）

提案書を
自動的に評価

AIからの
コメントを参考に
総合評価

調達仕様書
（自動生成）

提案依頼（RFP）

反映

提案書自動審査



評価コメントの例（実際に出力したもの）

• この提案書には、業務継続性、目標復旧水準（業務停止時）、目標復旧水準（大規
模災害時）の要件が明確に記載されています。また、システムの稼働率は99.9%（月
間稼働率）と高い水準で提供されており、データセンターも冗長化が図られています。
ただし、具体的なサービス切り替え時間や障害対策に関する詳細は記載されてい
ません。この情報をもとに、可用性の観点からこの提案を100点満点で評価すると、
約85点程度と言えるでしょう。サービス切り替え時間や障害対策に関する詳細が明
確に記載されていれば、さらに高い評価が可能です。

• この提案書には、対象システムを発注者の指定した条件下で利用するための要件
が記載されていますが、具体的な取り組みや達成目標に関する記述が不足してい
るため、必須要件の達成については確認できません。また、課題解決や目的達成
に関する目標や定量的な評価指標も提案されていません。
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必要となる
人材・スキル



正解のない問題における解決のアプローチ（with AI）
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正解のない問題

個人で意思決定できる問題 集団で意思決定すべき問題

私の意見明らかな
事実A

別の
私の意見

明らかな
事実B

別の
私の意見

誰かの
意見

自分で決める

私の意見明らかな
事実A

別の
私の意見

明らかな
事実B

別の
私の意見

誰かの
意見

集団で決める

意思決定手法（いろいろある）判断基準（いろいろある）

AIによる
意見

AIによる
意見



意思決定手法の成熟

•残念ながら、日本の行政機関は（民間企業も？）「意思決定」が下手
• 正解のない問題に正解を求めようとしている。
正解を求めることで、問題そのものを先送りしている。
正解があるのならば、判断も合意形成も意思決定も必要ないため。

• 関与する者が自らの意見を持たない・表明しないので、意見自体の多様性に
期待できない。これは組織が活性化しない要因の一つではないか？

• 乏しい意見表明の中で、
「声が大きい人の意見が決まる」「周りの空気で決まる」のは
高コンテキスト社会の特徴。
しかし、日本人だけの高コンテキスト社会は、いずれ終わりを迎える。
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